
令和３年度学校評価実施報告書 

 

弘前大学教育学部附属特別支援学校 

 

１ 実施方法 

本校では，日々の教育活動の一層の充実を図るため，保護者・教職員・学校評議員によ

る学校評価を実施している。今年度の各評価の具体的な実施方法，処理等は次のとおりで

ある。 

（１）教職員評価 

各教員が２１項目について４段階評価するとともに自由記述による評価を行った。 

評価結果から，全体平均よりも低い項目，及び自由記述の意見の中で検討する必要が

あるもの等については，関係部署等で対応策を検討し，全体で共通理解した。 

（２）保護者アンケート 

教育活動全般にわたる１２項目について，保護者対象に４段階評価のアンケートを

実施するとともに，自由記述による評価を行った。 

アンケート結果から，全体平均よりも低い項目，及び自由記述の意見の中で検討する

必要があるもの等については，関係部署で検討し，結果と改善策を保護者に文書でお知

らせした。 

（３）学校関係者評価 

第２回学校評議員会は書面審議とし，学校の今年度の取組と成果について学校評議

員３名からコメントをいただいた。そのコメント内容及び反映の状況については，次年

度の第１回目の学校評議員会で説明する予定である。 

 

２ 結果，改善策等 

（１）教職員評価 

全体平均は，昨年度の３.４から３.６へと上がった。 

今年度はコロナ禍での評価となり，「キャリア教育全体計画に基づく小中高一貫した

取組」「３年間を見通した計画的な現場実習等の実施」の項目が０.１ポイント下がっ

た。低くなった要因として，コロナ禍により本校が特に力を入れて取り組んでいるスポ

ーツ・芸術活動等の予定していた行事や活動が延期になったり，実施できなかったりし

たことが考えられる。一方，「計画的な研究活動の実施及び研修会の開催」「大学の専

門性の活用等による研究の推進」「図画工作，美術，音楽等による表現活動の充実」「体

育等による障害者スポーツ体験活動の充実」「障害者スポーツ大会，各種作品展の開催」

「附属校園等との計画的な交流及び共同学習の実施」「グラウンド等施設・設備の充実」

「学校図書及びＩＣＴ機器を含む教材等の整備と活用」「危機管理体制の充実」「教育

活動の情報発信と地域住民や関係諸機関との連携」の項目が０.２ポイント以上上がっ

た。評価点が高くなった要因として，本校が特に力を入れて取り組んでいるスポーツ・

芸術活動等の行事が対面やオンラインで実施できたことや，授業や研修等を積極的に

オンラインで実施したこと，グラウンドが改修されたことなどが考えられる。来年度も，

感染状況によっては引き続きオンラインを活用していくとともに，ホームページを使

って学校の特色ある取組を発信するなどして，地域に開かれた学校づくりを推進して

いきたい。 



（２）保護者アンケート 

評価点の全体平均は，昨年度の３.７と同様であり，昨年度と同じく高い評価をいた

だいたが，「保護者や地域住民に対する情報提供」に関しては，他の項目と比較すると

評価点が低かった。今年度は，毎月「学校だより」を発行するとともに，ホームページ

も定期的に更新してきたが，保護者や地域に対する情報提供の内容を充実させること

ができなかった。来年度は，コロナ禍も見据えた情報提供として，ホームページやメー

ル，動画配信等を活用し，学校の特色や子どもたちの様子等を伝えていきたい。 

 (３)学校関係者評価 

弘前大学や外部専門家と連携した教育活動，オンラインを活用した取組に対して高

い評価をいただいた。今後も地域や福祉施設，事業所等との連携を密にしながら，本校

の教育目標である児童生徒の積極的な社会参加を目指した教育活動の充実に取り組ん

でいきたい。 

 

３ 総括 

教職員評価，保護者アンケート及び学校関係者評価の結果を踏まえ，令和４年度は以下

の点を学校経営の重点に掲げ，学校運営を行っていきたい。また，本校の教育活動の様子

を地域や保護者へ伝えるためにも，ホームページ，動画配信，地域の広報誌，ポスター，

学校便り等により積極的に情報発信を行いたい。なお，学校評価については，引き続き保

護者アンケートや学校関係者評価の質問項目も検討しながら，学校評価が経営改善につ

ながるよう進めていきたい。 

（１）研究活動の充実と専門性の向上 

・教育学部，教職大学院等と連携した校内研究の推進 

・学校課題及び地域のニーズに即した計画的な研修会の実施 

・ＧＩＧＡスクール構想を踏まえた，ＩＣＴ機器の活用に関する研修及び研究の充実 

（２）地域との連携や交流及び共同学習の充実 

  ・幼児期からの教育相談等センター的機能の充実 

・附属校園，地域の学校等との計画的な交流及び共同学習の実施 

・スポーツ事業を通した，地域の障害者スポーツ及びインクルーシブスポーツ体制の構

築 

（３）体育的・文化的活動の充実 

・生涯にわたって楽しむことができるスポーツ活動，造形活動，音楽活動の充実 

・学習成果を発揮するためのスポーツイベント，作品展等への積極的参加 

・外部講師や大学施設等を活用した教育活動の充実 

（４）小中高一貫したキャリア教育の充実 

・キャリア教育全体計画に基づく小中高一貫した取組の充実 

・大学及び関係機関と連携したキャリア教育・就業体験等の充実 

・高等部における３年間を見通した計画的な産業現場等における実習等の実施 

（５）学習環境の整備と児童生徒の安全の確保 

・校舎内外の学習環境の整備と施設・設備の充実 

・学校図書及び ICT 機器を含む教材等の整備と活用 

・危機管理体制の充実 



令和３年度　教職員評価

Ｎｏ． R3平均 R2平均
研究活動の充実と専門性の向上
（１）計画的な研究活動の実施及び研修会の開催 3.7 3.5

（２）ニーズに即した計画的な研修派遣

（３）大学の専門性の活用等による研究の推進 3.8 3.6

小中高一貫したキャリア教育の充実
（１）キャリア教育全体計画に基づく小中高一貫した取組 3.4 3.5

（２）大学及び関係機関と連携したキャリア教育・就労支援
　　等の実施

3.4 3.4

（３）３年間を見通した計画的な現場実習等の実施 3.5 3.6

体育的・文化的活動の充実
（１）図画工作，美術，音楽等による表現活動の充実 3.8 3.5

（２）体育等による障害者スポーツ体験活動の充実 3.9 3.6

（３）障害者スポーツ大会，各種作品展の開催 3.9 3.4

交流及び共同学習の充実
（１）附属校園等との計画的な交流及び共同学習の実施 3.8 3.0

（２）弘前大学外国人留学生等学生との計画的な交流
　　活動の実施
学習環境の整備と児童生徒の安全の確保
（１）グランド等施設・設備の充実 3.8 3.1

（２）学校図書及びＩＣＴ機器を含む教材等の整備と活用 3.9 3.4

（３）危機管理体制の充実 3.5 3.2

【評価】　 ４…良い　　　３…どちらかといえば良い　　　２…どちらかといえば悪い　　　１…悪い
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学部運営（所属学部について評価する）
（１）児童生徒の実態を踏まえた学部目標，学校目標を設定し，全体で連携して取り組んでいる。 3.6 3.5

（２）学部・学級会計が計画的に処理されているか。 3.7 3.6

分掌・委員会活動（所属分掌・委員会について評価する）
（１）分掌業務が計画的・効率的に行われているか。 3.6 3.5

(２）委員会業務が計画的・効果的に行われているか。 3.6 3.5

（3）業務分担が適切に行われ，各自がその責任を果たそうと努めているか。 3.6 3.5

8

計画的な教育活動
　個別の教育支援計画，個別の指導計画，年間指導計画，個別移行支援計画に基づいて計画的な教育活
動が展開されているか。

3.6 3.6

9
保護者との連携
保護者との信頼関係が保たれ，共通理解した上での指導がなされているか。 3.6 3.5

10
地域・関係機関との連携
　本校の教育活動の情報発信に努め，地域住民や関係諸機関との連携が適切に図られているか。 3.6 3.3

11
教育実習等の充実
　教育実習，学校生活体験実習，介護等体験実習の指導・評価が適切に行われているか。 3.7 3.6

12
特別支援学校教員としての専門性の向上
　専門性を高め，職責を遂行するための研修が積極的に進められているか。 3.5 3.4

全体平均 3.6 3.4

6

7



番号 内　　　容
令　和
３年度

令　和
２年度

令　和
元年度

1 学校は，社会参加や自立を目指した教育活動を適切に行っていると思いますか。 3.6 3.7 3.5

2 健康や安全，給食に関する取組は適切だと思いますか。 3.8 3.8 3.7

3 施設や教材教具等，学習環境の整備は適切だと思いますか。 3.7 3.5 3.5

4 お子さんは楽しい学校生活を送っていると思いますか。 3.7 3.7 3.7

5 教職員は相談しやすく，丁寧に対応していると思いますか。 3.8 3.8 3.6

6 将来の進路や職業についての指導，また進路に関する情報提供が適切に行われていると思いますか。 3.5 3.6 3.4

7 保護者や地域住民に対して情報提供が適切に行われていると思いますか。 3.6 3.5 3.4

8 お子さんや保護者の個人情報の取り扱いは適切だと思いますか。 3.8 3.8 3.7

9 本校の安全対策（避難訓練等）は適切だと思いますか。 3.7 3.6 3.6

10 「個別の教育支援計画」は児童生徒の実態に即して作成されていると思いますか。 3.8 3.8 3.6

11 「あゆみ」（個別の指導計画）は学校での様子を分かりやすく伝えることができていると思いますか。 3.7 3.8 3.6

12 個人面談や家庭訪問等，話し合いの回数や時間の設定は適切だと思いますか。 3.7 3.6 3.5

3.7 3.7 3.6

回答数５２名（回収率 １００％）

令和３年度　保護者アンケート結果


